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新年の挨拶 

２０２４年１月１日、新しい日の出を拝むために、始発の渡船で能古島に渡りました。この日の朝は、空は灰色の雲に覆われてい

ました。福岡タワー方向に雲の切れ目が発生し、そこから、日の出の１部を拝むことができて、今年も新しい年を、日の出とともに

喜びました。 

 自宅に戻り、テレビをつけると、アナウンサーの今までに聞いたことがないただならぬ声と気配に遭遇しました。能登の地震発生

を知りました。被災された皆様にお見舞い申し上げます共に、亡くなられた方々の冥福をお祈り申し上げます。 

 私達はどんな手を差し伸べることが出来るのでしょうか。ひとりひとり考えそして行動に繋げていきたいと思います。 

 

 
 

〇  上の方からは、かすかな口笛を吹くような声が降ってきます。 

冬枯れの地面では、少しずつ淡い緑色が見え始めます。そろそろ・・・もう春が、動き始めているかな。 aiko. 
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自自然然感感  
３４２ 

 



注意 各団体とも、様々な状況により、下記の予定も当日でも変更になることがあります。 

詳しくは各団体にお問い合わせください。 

日本野鳥の会 福岡支部  主催   ※一般参加費：300円（中学生以下無料）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本野鳥の会 筑後支部                        福岡植物友の会 

 

 

 

 

  

  

久留米の自然を守る会 

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催 

http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和白干潟を守る会  
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１月２８日（日）２月２５日（日） 

久末ダム探鳥会（福津市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：久末ダム多目的広場横 
駐車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸） 

 

１月２１日（日）２月１８日（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：090-7165-5026（重松） 

 

２月４日（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12：00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：090-8220-6160（田村耕作） 

 
１月１３日（土）２月１０日（土） 

大濠公園（福岡市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

問合せ：0920-573-1827（森健児） 

 

１月１4 日（日）２月１１日（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

 

２月６日（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：音楽堂ステージ側（第５Ｐ）

問合せ：090-8220-6160（田村耕作） 

２０２４年２月１０日（土） 

総会と講演会 

集 合；くるめウス 

時 間：13：30～ 

問合せ：0942-43-7959（河内俊英） 

 

１月２７日（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00 

集 合：海の広場 駐車場なし 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子） 

 

 

 

 

１月２８日（日） 

時 間：9：00～12：00 

集 合：久留米城址河川敷駐車場～

筑後川  

問合せ：090-4357-3043（溝田） 

新年の詳細は問合せください。 

佃 昇（092-662-2983） 

２月３日（土） 

集 合：九州歴史資料館 

第１駐車場 

時 間：9:30～12:00 

（早めに終わるかもしれません）   

問合せ：092-920-3072 

参加費：大人 200 円  

 

コロナ対策：ブログにて確認 
ブログ 「三国丘陵の自然を楽しむ会」で 

検索 

１月２７日（土）定例会議 

時 間：12：00～14：00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 



くすのき ２０２４年１月号投稿原稿-本のむし    Nais-fukuoka 福岡県自然観察指導員連絡協議会 
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今回は、１２月１日（旧暦 10月１9日）～１２月３１日（旧暦 11月 19日）   

までのデジカメ日誌です。(文・写真 本のむし) 

12/1（旧 10/19）筑紫野市天拝坂 

玄関先で自生したイヌビワの黄

葉。何者かの落とし物か。この辺

の里山の黄葉の代表格。美しい。 

12/3（旧 10/21）福岡市箱崎 

市の保存樹1800本の内の２本が

長性寺のイチョウである。２０日後

には、葉を全部落としていた。 

12/4（旧 10/22）太宰府市 鷺田

川上空の巻積雲。ひつじ雲は秋

の季語。旧暦でいえばまだ晩秋。

旅への憧れが沸いてくる。 

12/10（旧 10/28）筑紫野市天拝

坂 庭に久しぶりのヒヨドリ。そろそ

ろ冬の餌にあり付こうという魂胆

か。御免！まだ準備してない・・ 

 

 

12/4（旧 10/22）筑紫野市天拝公

園 亀の死がいにハエが群がっ

ていたが、クモが狙っている。１

㎝程のコモリグモの仲間か。 

１２/２５（旧 11/13）太宰府天満宮 

124年ぶりの本殿改修で、仮殿 

の屋根に梅・樟・桜など４６種の 

樹木などが植栽されたそうだ。 

12/15（旧 11/3）春日市大土居 

1360年前に築かれた水城の一

部。保存工事で断面が見える。版

築工法で土が盛られている。 

12/6（旧 10/22）筑紫野市天拝

坂 ５ミリ程の白い塊が、雪のよ

うに舞っていた。雪虫と北海道で

教わった、アブラムシの仲間。 

12/4（旧 10/22）筑紫野市天拝公

園 池に胸まで浸かってじーっと

していたアオサギが、一瞬で魚を

咥えた。ハヤの仲間か？ 

12/５（旧 10/23）福岡市春吉 

都会の真中の薬院新川。毎年く

るホシハジロ。浮き寝鳥の形だが

赤い目玉はこっちを見てる。 

１２/２５（旧 11/13） 太宰府市 

天開稲荷の径端に点々とあった。

以前見たものよりぷっくらと薄桃

色のクチベニタケ。１㎝ほど。 

１２/２５（旧 11/13）筑紫野市天拝坂 

声がしていると思っていたら、庭木に

突然のツグミ。何かに追われたか？

前日、家の上にハイタカも見たしね。 

12/4（旧 10/22）太宰府市 鷺田

川に冬鳥のコガモがやって来た。

上流の西鉄二日市駅付近から下

流２㎞ほどの間に良く見かける。 

12/4（旧 10/22）筑紫野市天拝公

園 池の枯葦の中を、素早く動い

ていた。時折チャッチャッと鳴い

ているウグイスだ。 

12/22（旧 11/10）筑紫野市天拝 

坂 前日から雪が舞っている。少 

し湿ったぼたん雪。溶けかかった 

雪の結晶がよく見える。ボタ雪。 

12/９（旧 10/27）筑紫野市天拝

坂 ハシボソガラスが相互羽繕

いをしていた。恐らくはこの２羽は

つがいであろう。 



春日公園自然観察会 令和5年１2月１6日（土）【参加者数】６人【担当】、田村耕作 

観察は、自然あそび館～芝生広場・調整池～ショウブ池～自然風庭園～自然あそび館で歩いた。 

観察内容 小雨、11℃で開始。寒さ対策をして初冬の様子を体感しつつ散策した。 

植物 アリアケスミレ（花）、サザンカ（花・赤・桃・白）、ウメの蕾、ソメイヨシノ（冬芽）、ガマ、ヒメガマ、ドングリの

仲間（クヌギ・コナラ・ウバメガシ・マテバシイ・シラカシ・アラカシ・スダジイ）、アメリカフウ、タイワンフウ、

クスノキ、イチョウ、アキニレ（種）、アメリカスズカケノキ、トウカエデ、サンシュユ、シナマンサク（冬芽）、ハク

サンボク、ネジキ（冬芽）、ラクウショウ（沼杉）、メタセコイア、タチバナモドキ、ギンモクセイ、モッコク、ニシキ

ギ、シダレヤナギ、イヌマキ、シャシャンボ、ノシラン（くすのきの幹で生育中）。 

昆虫 蜻蛉の仲間で会えず。 

野鳥 カワウ、マガモ、コゲラ、カワセミ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、アオバト、キジバト、スズメ、ウグイス、シジ

ユウカラ、ヤマガラ、エナガ、ヒヨドリ、ツグミ（群れ）、シロハラ、メジロ、カワラヒワ、アトリ（群れ）、アオジ、

ムクドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、カワラバト、アヒル 

感想（参加者の声）  

・アリアケスミレの花一輪、この寒さの中で、少し驚いた。 

・ツグミの群れ、アトリの群れ、調整池草地で採食している姿、この季節初めて観察した。 

・山茶花の花が最盛期、白、赤、桃の花があり、桃色が印象に残った。 

・シナマンサクの冬芽がだいぶ膨らんでいた。 

・この時期、いまだにシダレヤナギの緑が、いつ頃、葉を落とすのか、気になる。 

クヌギの落ち葉の中で、観察開始       アトリとツグミの群れ、採食中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山茶花（桃色の花）                 山茶花（赤色の花） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アリアケスミレの花、１輪のみ         シナマンサク冬芽と花芽 
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シダレヤナギの様子（2023年12/16） 

ノシラン、楠の幹で生育中           カワセミ採食中（飛び込みを繰り返す） 
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★都市公園で自然観察会★ 

春日公園での自然観察会（145 回）      

日時 1 月２０日（土）10 時から 12 時 

【連絡先】 担当：田村 耕作 

   TEL 090－8220－6160〔田村の携帯〕   

 

 

 

  

 



お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会  

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka) 

代表：田村耕作／事務局長：小野 仁 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子／会計：宮原俊彦 

〒814-0113 福岡市城南区田島 3 丁目 7 番 14 号 

田村の自宅内 TEL ：090-8220 ｰ 6160 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 

 

 

 

 

 

  

会員からの投稿   田村耕作 

２０２３年１２月３１日の午後、住まいの近くや傍を流れる川沿いを散策し

ました。額の様子で区別する蒲公英（タンポポ）が 2種類傍で花を咲か

せていました。 

川の土手では、水仙が満開の姿を見せている。その近くでは、アカメガ

シワの冬芽が成長している姿がありました。 

 川では、コサギ、アオサギ、コガモが採食中でした。何気ない当たり前の生きものいる風景があ

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局からのお知らせ  

会費振込について  

会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。会員の皆様、２０２３年度会費を、各自ご確認の上、郵便局にて下

記の郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。 

年会費：2000円   郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

定例会に参加してみませんか？ 

次回の定例会は、令和 6 年 2 月 9 日（金）午後２時より事務局で行います。令和 6 年 2 月号の原稿は、2/6（火）

までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

編集後記 2023 年 12 月の定例発送会は、藤川渡と田村耕作が、それぞれの自宅で作業。 

 日本では２０２４年の１日目、穏やかな日が始まったと思っていた日の夕方、地震と津波の一報が飛び込んできました。また、 

「3・11 の再来」。でも、今回は自然災害だけのようです。今までの地震や津波災害の教訓が生かされて、１日でも早く、今までの 

日常が戻ってくることを祈ります。九州の地にいる私達、地震や豪雨の災害で、多くの人たちの暖かい支援で、今の日常があります。 

 私達に、被災地にどんな手をさし出せるのか、それぞれの立場でできることを考えて、行動したいですね。 

 

 

 元旦の日の出 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

福岡市西区能古島にて 撮影２０２４年1/1：田村耕作                           
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http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/

